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６ 生物多様性について 
１ 静岡市で特に誇りに思う自然環境 

問１ あなたにとって、特に誇りに思う（守りたい）静岡市の「自然環境」とは何ですか。 

（〇はいくつでも） 

◎ＰＯＩＮＴ◎ 

静岡市で特に誇りに思う自然環境は、「日本一深い駿河湾」が 29.1％と最も多く、次いで「安倍川や藁科川、

興津川などの河川」が 22.3％、「市街地にある、身近に触れ合うことのできる自然」が 15.0％などとなって

いる。  

  
※当初は単一回答であったが、回答状況により複数回答の設問へ変更 

 

 

◆性別でみると、女性において「日本一深い駿河湾」が 31.4％と多くなっている。 

（%）

日本一深い駿河湾

安倍川や藁科川、興津川などの河川

市街地にある、身近に触れ合うことのできる自然

ユネスコエコパークに認定された南アルプス

田んぼや畑、ため池がある里地里山

その他

わからない

特にない

無回答

全体＋性別

29.1 

22.3 

15.0 

10.1 

8.8 

1.7 

10.3 

4.7 

5.4 

26.4 

21.5 

14.0 

11.8 

10.1 

2.4 

10.3 

6.1 

3.6 

31.4 

23.3 

15.8 

8.9 

7.8 

1.1 

10.6 

3.4 

6.1 

0 20 40

全体 ｎ＝1,562

男性 ｎ＝670

女性 ｎ＝872
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【年代別】 

 

 

◆年代別でみると、20代において「日本一深い駿河湾」が 45.2％と多くなっている。 

 

 

（%） （%） （%） （%）

日本一深い駿河湾

安倍川や藁科川、興津川などの河川

市街地にある、身近に触れ合うことのできる
自然

ユネスコエコパークに認定された南アルプス

田んぼや畑、ため池がある里地里山

その他

わからない

特にない

無回答

（%） （%） （%）

日本一深い駿河湾

安倍川や藁科川、興津川などの河川

市街地にある、身近に触れ合うことのできる
自然

ユネスコエコパークに認定された南アルプス

田んぼや畑、ため池がある里地里山

その他

わからない

特にない

無回答

10代　ｎ＝15 20代　ｎ＝93 30代　ｎ＝154 40代　ｎ＝224

50代　ｎ＝260 60代　ｎ＝318 70歳以上　ｎ＝478

33.3 

0.0 

20.0 

0.0 

13.3 

0.0 

20.0 

13.3 

0.0 

0 25 50

45.2 

17.2 

6.5 

5.4 

10.8 

1.1 

11.8 

5.4 

1.1 

0 25 50

36.4 

22.1 

9.7 

9.1 

7.8 

1.9 

12.3 

6.5 

1.9 

0 25 50

31.9 

23.8 

15.4 

8.5 

5.4 

1.9 

10.8 

6.2 

2.7 

0 25 50

24.8 

22.0 

16.4 

13.8 

8.8 

1.9 

11.3 

3.8 

3.5 

0 25 50

22.6 

23.8 

18.2 

11.3 

10.9 

1.0 

7.7 

3.8 

10.5 

0 25 50

34.4 

22.8 

12.5 

8.0 

8.0 

2.7 

11.6 

4.0 

2.7 

0 25 50
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【行政区別】 

 

 
 

【子どもとの同居状況別】 

 

 

◆行政区別でみると、葵区において「ユネスコエコパークに認定された南アルプス」が 13.5％と多くな

っている。 

 

 

（%） （%） （%）

日本一深い駿河湾

安倍川や藁科川、興津川などの河川

市街地にある、身近に触れ合うことのできる自然

ユネスコエコパークに認定された南アルプス

田んぼや畑、ため池がある里地里山

その他

わからない

特にない

無回答

葵区　ｎ＝593 駿河区　ｎ＝446 清水区　ｎ＝489

22.9 

26.0 

16.7 

13.5 

9.3 

1.2 

9.4 

4.2 

4.7 

0 20 40

31.4 

21.5 

14.1 

8.5 

9.9 

2.0 

10.3 

3.8 

5.4 

0 20 40

35.2 

19.0 

14.3 

8.0 

7.2 

2.0 

11.7 

5.3 

4.7 

0 20 40

（%） （%） （%）

日本一深い駿河湾

安倍川や藁科川、興津川などの河川

市街地にある、身近に触れ合うことのできる自然

ユネスコエコパークに認定された南アルプス

田んぼや畑、ため池がある里地里山

その他

わからない

特にない

無回答

同居　ｎ＝704 別居　ｎ＝402 いない　ｎ＝421

29.4 

23.2 

16.2 

8.7 

8.7 

1.4 

10.2 

4.5 

4.7 

0 20 40

24.1 

23.6 

15.9 

12.7 

9.2 

1.2 

10.0 

4.0 

6.7 

0 20 40

34.0 

20.4 

12.4 

10.5 

8.8 

2.6 

10.9 

5.2 

3.6 

0 20 40
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２ 自然環境を守るために実行していること 

問２ 自然環境を守るために、あなたが現在実行していることはありますか。（〇はいくつでも） 

◎ＰＯＩＮＴ◎ 

自然環境を守るために実行していることは、「旬の食材や、自分が住んでいる地域でとれたものを食べる」が

52.6％と最も多く、次いで「省エネなど地球温暖化防止に配慮したライフスタイルを心がける」が 42.1％、

「生きものを最後まで責任を持って育てる」が 25.0％などとなっている。 

 
◆性別でみると、男性において「特に行っていない」が 21.0％と多くなっている。女性においては「旬

の食材や、自分が住んでいる地域でとれたものを食べる」「省エネなど地球温暖化防止に配慮したラ

イフスタイルを心がける」「エコラベルなどが付いた環境に優しい商品を選んで購入する」が多くな

っている。 

 

 

（%）

旬の食材や、自分が住んでいる地域でとれた
ものを食べる

省エネなど地球温暖化防止に配慮したライフ
スタイルを心がける

生きものを最後まで責任を持って育てる

身近な生きものを観察したり、外に出て自然
と積極的に触れ合ったりする

エコラベルなどが付いた環境に優しい商品を
選んで購入する

見つけた動物や植物を図鑑やインターネット
で調べたりする

自然保護活動や環境に関するボランティア活
動に参加する

環境学習や自然体験のイベント・講座に参加
する

その他

特に行っていない

無回答

全体＋性別

52.6 

42.1 

25.0 

14.7 

13.4 

8.2 

3.0 

2.4 

3.2 

14.6 

5.1 

42.4 

37.9 

22.7 

16.3 

9.0 

7.9 

4.2 

1.5 

3.3 

21.0 

4.0 

60.8 

45.6 

27.3 

13.9 

17.0 

8.5 

2.2 

3.1 

3.2 

9.9 

4.9 

0 35 70

全体 ｎ＝1,562

男性 ｎ＝670

女性 ｎ＝872
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【年代別】 

 

 

◆年代別でみると、大きな差異はみられない。 

 

 

（%） （%） （%） （%）

旬の食材や、自分が住んでいる地域でとれた
ものを食べる

省エネなど地球温暖化防止に配慮したライフ
スタイルを心がける

生きものを最後まで責任を持って育てる

身近な生きものを観察したり、外に出て自然
と積極的に触れ合ったりする

エコラベルなどが付いた環境に優しい商品を
選んで購入する

見つけた動物や植物を図鑑やインターネット
で調べたりする

自然保護活動や環境に関するボランティア活
動に参加する

環境学習や自然体験のイベント・講座に参加
する

その他

特に行っていない

無回答

（%） （%） （%）

旬の食材や、自分が住んでいる地域でとれた
ものを食べる

省エネなど地球温暖化防止に配慮したライフ
スタイルを心がける

生きものを最後まで責任を持って育てる

身近な生きものを観察したり、外に出て自然
と積極的に触れ合ったりする

エコラベルなどが付いた環境に優しい商品を
選んで購入する

見つけた動物や植物を図鑑やインターネット
で調べたりする

自然保護活動や環境に関するボランティア活
動に参加する

環境学習や自然体験のイベント・講座に参加
する

その他

特に行っていない

無回答

10代　ｎ＝15 20代　ｎ＝93 30代　ｎ＝154 40代　ｎ＝224

50代　ｎ＝260 60代　ｎ＝318 70歳以上　ｎ＝478

20.0 

53.3 

13.3 

13.3 

6.7 

13.3 

0.0 

0.0 

6.7 

33.3 

0.0 

0 30 60

32.3 

37.6 

19.4 

12.9 

8.6 

9.7 

4.3 

2.2 

5.4 

25.8 

2.2 

0 30 60

46.8 

37.0 

27.3 

21.4 

9.1 

13.6 

1.3 

3.2 

7.1 

11.7 

1.3 

0 30 60

51.5 

48.1 

29.2 

10.8 

13.8 

7.3 

2.7 

2.3 

2.7 

14.6 

1.5 

0 30 60

58.2 

47.5 

25.5 

12.6 

15.1 

6.9 

5.0 

0.9 

3.5 

15.4 

2.8 

0 30 60

54.6 

37.2 

21.8 

15.3 

16.1 

7.3 

2.3 

2.3 

1.3 

13.8 

11.3 

0 30 60

57.1 

42.9 

28.6 

18.3 

10.7 

8.5 

3.1 

4.5 

3.6 

12.1 

0.4 

0 30 60
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【行政区別】 

 

 
 

【子どもとの同居状況別】 

 

 

◆行政区別でみると、大きな差異はみられない。 

 

（%） （%） （%）

旬の食材や、自分が住んでいる地域でとれた
ものを食べる

省エネなど地球温暖化防止に配慮したライフ
スタイルを心がける

生きものを最後まで責任を持って育てる

身近な生きものを観察したり、外に出て自然
と積極的に触れ合ったりする

エコラベルなどが付いた環境に優しい商品を
選んで購入する

見つけた動物や植物を図鑑やインターネット
で調べたりする

自然保護活動や環境に関するボランティア活
動に参加する

環境学習や自然体験のイベント・講座に参加
する

その他

特に行っていない

無回答

葵区　ｎ＝593 駿河区　ｎ＝446 清水区　ｎ＝489

53.6 

41.7 

26.5 

14.0 

11.8 

8.8 

3.5 

1.7 

3.5 

14.2 

3.9 

0 30 60

54.0 

40.4 

24.2 

16.1 

13.7 

8.7 

2.7 

3.6 

3.1 

14.3 

4.7 

0 30 60

51.7 

45.6 

24.5 

14.9 

15.7 

7.4 

2.9 

2.2 

3.1 

14.9 

4.9 

0 30 60

（%） （%） （%）

旬の食材や、自分が住んでいる地域でとれた
ものを食べる

省エネなど地球温暖化防止に配慮したライフ
スタイルを心がける

生きものを最後まで責任を持って育てる

身近な生きものを観察したり、外に出て自然
と積極的に触れ合ったりする

エコラベルなどが付いた環境に優しい商品を
選んで購入する

見つけた動物や植物を図鑑やインターネット
で調べたりする

自然保護活動や環境に関するボランティア活
動に参加する

環境学習や自然体験のイベント・講座に参加
する

その他

特に行っていない

無回答

同居　ｎ＝704 別居　ｎ＝402 いない　ｎ＝421

56.8 

41.8 

26.4 

14.6 

11.9 

7.7 

2.7 

2.8 

3.3 

13.2 

4.0 

0 30 60

56.7 

44.8 

24.6 

16.2 

15.2 

8.2 

3.2 

2.2 

2.0 

14.2 

6.2 

0 30 60

43.5 

41.3 

24.2 

14.0 

14.0 

9.3 

3.1 

1.9 

4.3 

17.8 

3.3 

0 30 60



第２章 調査結果【⑥生物多様性について】 

151 

 
２－１ 実行、実践する際に難しい点や行動できない・しない理由 

【問２で「特に行っていない」と回答した方のみ】 

問２－１ 実行、実践する際に難しい点や行動できない、あるいは行動しない理由は何ですか。 

（〇は３つまで） 

◎ＰＯＩＮＴ◎ 

実行、実践する際に難しい点や行動できない・しない理由は、「何をすればよいかわからない、どのような行

動があるのかわからない」が 53.5％と最も多く、次いで「行動するための時間がない」が 18.9％、「行動に

よる効果が実感できない」「環境問題の現状がわからない」がともに 17.1％などとなっている。 

 
 

◆性別でみると、男性において「行動するための時間がない」「行動による効果が実感できない」「必要

性を感じない」が多くなっている。 

 

 

（%）

何をすればよいかわからない、どのような行
動があるのかわからない

行動するための時間がない

行動による効果が実感できない

環境問題の現状がわからない

必要性を感じない

行動するためのお金がない

自然環境の保全に関心がない

家族や仲間の協力が得られない

その他

無回答

全体＋性別

53.5 

18.9 

17.1 

17.1 

11.4 

7.9 

7.0 

1.3 

8.8 

2.2 

52.5 

22.0 

19.9 

18.4 

13.5 

7.8 

7.1 

0.7 

5.7 

2.1 

54.7 

14.0 

12.8 

15.1 

8.1 

8.1 

7.0 

2.3 

14.0 

2.3 

0 30 60

全体 ｎ＝228

男性 ｎ＝141

女性 ｎ＝86
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【年代別】 

 

 

◆年代別でみると、20代において「自然環境の保全に関心がない」「何をすればよいかわからない、ど

のような行動があるのかわからない」が多くなっている。 

 

 

（%） （%） （%） （%）

何をすればよいかわからない、どのような行
動があるのかわからない

行動するための時間がない

行動による効果が実感できない

環境問題の現状がわからない

必要性を感じない

行動するためのお金がない

自然環境の保全に関心がない

家族や仲間の協力が得られない

その他

無回答

（%） （%） （%）

何をすればよいかわからない、どのような行
動があるのかわからない

行動するための時間がない

行動による効果が実感できない

環境問題の現状がわからない

必要性を感じない

行動するためのお金がない

自然環境の保全に関心がない

家族や仲間の協力が得られない

その他

無回答

10代　ｎ＝5 20代　ｎ＝24 30代　ｎ＝18 40代　ｎ＝27

50代　ｎ＝38 60代　ｎ＝49 70歳以上　ｎ＝66

0.0 

20.0 

20.0 

60.0 

20.0 

20.0 

0.0 

0.0 

20.0 

0.0 

0 40 80

70.8 

16.7 

20.8 

16.7 

8.3 

8.3 

20.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0 40 80

44.4 

38.9 

33.3 

5.6 

5.6 

16.7 

5.6 

0.0 

5.6 

0.0 

0 40 80

50.0 

15.8 

26.3 

13.2 

13.2 

13.2 

5.3 

0.0 

5.3 

5.3 

0 40 80

61.2 

26.5 

2.0 

16.3 

6.1 

10.2 

2.0 

2.0 

12.2 

2.0 

0 40 80

48.5 

12.1 

12.1 

16.7 

16.7 

1.5 

7.6 

3.0 

12.1 

3.0 

0 40 80

59.3 

14.8 

29.6 

22.2 

11.1 

3.7 

7.4 

0.0 

7.4 

0.0 

0 40 80
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【行政区別】 

 

 
 

【子どもとの同居状況別】 

 

 

◆行政区別でみると、清水区においては「行動するための時間がない」が 24.7％と多くなっている。 

 

 

（%） （%） （%）

何をすればよいかわからない、どのような行
動があるのかわからない

行動するための時間がない

行動による効果が実感できない

環境問題の現状がわからない

必要性を感じない

行動するためのお金がない

自然環境の保全に関心がない

家族や仲間の協力が得られない

その他

無回答

葵区　ｎ＝84 駿河区　ｎ＝64 清水区　ｎ＝73

53.6 

19.0 

13.1 

16.7 

13.1 

7.1 

4.8 

1.2 

13.1 

1.2 

0 30 60

56.3 

14.1 

15.6 

18.8 

12.5 

6.3 

9.4 

3.1 

3.1 

0.0 

0 30 60

53.4 

24.7 

21.9 

17.8 

9.6 

9.6 

8.2 

0.0 

6.8 

2.7 

0 30 60

（%） （%） （%）

何をすればよいかわからない、どのような行
動があるのかわからない

行動するための時間がない

行動による効果が実感できない

環境問題の現状がわからない

必要性を感じない

行動するためのお金がない

自然環境の保全に関心がない

家族や仲間の協力が得られない

その他

無回答

同居　ｎ＝93 別居　ｎ＝57 いない　ｎ＝75

52.7 

24.7 

16.1 

11.8 

12.9 

8.6 

6.5 

2.2 

11.8 

1.1 

0 30 60

52.6 

15.8 

10.5 

28.1 

14.0 

5.3 

8.8 

0.0 

7.0 

0.0 

0 30 60

54.7 

14.7 

24.0 

14.7 

8.0 

9.3 

6.7 

1.3 

6.7 

5.3 

0 30 60



令和２年度 静岡市市民意識調査 調査結果報告書 

154 

 
３ 「生物多様性」という言葉の認知度 

問３ あなたは、「生物多様性」の言葉の意味を知っていましたか。（〇は１つ） 

◎ＰＯＩＮＴ◎ 

「生物多様性」という言葉の認知度は、「意味は知らないが、言葉は聞いたことがあった」が 34.4％と最も

多く、次いで「聞いたことがなかった」が 32.4％、「言葉の意味を知っていた」が 27.1％となっている。 

 

◆性別でみると、男性において「言葉の意味を知ってい

た」が 33.7％と多くなっている。女性においては「聞

いたことがなかった」が 35.2％と多くなっている。 

◆年代別でみると、20代において「言葉の意味を知って

いた」が 46.2％と多くなっている。 

◆行政区別でみると、清水区において「言葉の意味を知

っていた」が 21.9％と少なくなっている。       

 

男性 ｎ＝670

女性 ｎ＝872

10代 ｎ＝15

20代 ｎ＝93

30代 ｎ＝154

40代 ｎ＝224

50代 ｎ＝260

60代 ｎ＝318

70歳以上 ｎ＝478

葵区 ｎ＝593

駿河区 ｎ＝446

清水区 ｎ＝489

同居 ｎ＝704

別居 ｎ＝402

いない ｎ＝421

性
別

年
代
別

行
政
区
別

子
ど
も

33.7 

22.4 

26.7 

46.2 

25.3 

29.5 

29.2 

27.7 

21.5 

29.5 

30.3 

21.9 

25.4 

26.1 

31.6 

33.3 

35.9 

40.0 

29.0 

44.2 

31.7 

29.6 

37.4 

34.9 

32.2 

35.9 

37.4 

34.2 

35.8 

34.9 

28.4 

35.2 

26.7 

23.7 

29.9 

36.6 

38.5 

30.5 

30.8 

31.4 

29.1 

35.6 

34.2 

31.1 

29.9 

4.6 

6.5 

6.7 

1.1 

0.6 

2.2 

2.7 

4.4 

12.8 

6.9 

4.7 

5.1 

6.1 

7.0 

3.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言葉の意味を知っていた

意味は知らないが、言葉は聞いたことがあった

聞いたことがなかった

無回答

言葉の意味を

知っていた

27.1%

意味は知らないが、

言葉は聞いた

ことがあった

34.4%

聞いたことが

なかった

32.4%

無回答

6.1%

ｎ＝1,562



第２章 調査結果【⑥生物多様性について】 

155 

 
４ 静岡市が実施している施策で、現在参加している活動または今後参加してみたい活動 

問４ 静岡市が実施している施策で、あなたが現在参加している活動や、今後参加してみたい活動は

何ですか。（〇はいくつでも） 

◎ＰＯＩＮＴ◎ 

静岡市が実施している施策で、現在参加している活動または今後参加してみたい活動は、「河川・海岸におけ

る清掃活動（河川環境アドプトプログラム、海岸一斉清掃）」が 24.3％と最も多く、次いで「学習会や自然

観察会（プランクトン観察会、海浜植物観察会、シロウオ観察会など）」「川の生きものや水質の調査（水の

おまわりさん）」がともに 8.3％、「放任竹林を整備するための市民活動や竹林整備隊」が 8.0％などとなって

いる。  

 
 

◆性別でみると、女性において「特にない」が 48.7％と多くなっている。 

 

（%）

河川・海岸における清掃活動（河川環境アドプト
プログラム、海岸一斉清掃）

学習会や自然観察会（プランクトン観察会、海浜
植物観察会、シロウオ観察会など）

川の生きものや水質の調査（水のおまわりさん）

放任竹林を整備するための市民活動や竹林整備隊

外来生物（オオキンケイギク、セアカゴケグモ
等）の防除

麻機遊水地におけるカミツキガメの生息調査

市が配信する環境情報サイトへの、生きものの発
見情報の投稿

その他

特にない

無回答

全体＋性別

24.3 

8.3 

8.3 

8.0 

5.9 

4.8 

3.6 

1.8 

45.3 

13.6 

27.0 

7.2 

9.6 

10.6 

7.2 

5.7 

3.3 

3.0 

41.5 

11.3 

22.4 

9.3 

7.5 

6.2 

5.0 

4.2 

4.0 

0.9 

48.7 

14.3 

0 25 50

全体 ｎ＝1,562

男性 ｎ＝670

女性 ｎ＝872
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【年代別】 

 

 

◆年代別でみると、大きな差異はみられない。 

 

 

（%） （%） （%） （%）

河川・海岸における清掃活動（河川環境アド
プトプログラム、海岸一斉清掃）

学習会や自然観察会（プランクトン観察会、
海浜植物観察会、シロウオ観察会など）

川の生きものや水質の調査（水のおまわりさ
ん）

放任竹林を整備するための市民活動や竹林整
備隊

外来生物（オオキンケイギク、セアカゴケグ
モ等）の防除

麻機遊水地におけるカミツキガメの生息調査

市が配信する環境情報サイトへの、生きもの
の発見情報の投稿

その他

特にない

無回答

（%） （%） （%）

河川・海岸における清掃活動（河川環境アド
プトプログラム、海岸一斉清掃）

学習会や自然観察会（プランクトン観察会、
海浜植物観察会、シロウオ観察会など）

川の生きものや水質の調査（水のおまわりさ
ん）

放任竹林を整備するための市民活動や竹林整
備隊

外来生物（オオキンケイギク、セアカゴケグ
モ等）の防除

麻機遊水地におけるカミツキガメの生息調査

市が配信する環境情報サイトへの、生きもの
の発見情報の投稿

その他

特にない

無回答

10代　ｎ＝15 20代　ｎ＝93 30代　ｎ＝154 40代　ｎ＝224

50代　ｎ＝260 60代　ｎ＝318 70歳以上　ｎ＝478

40.0 

6.7 

13.3 

0.0 

6.7 

6.7 

6.7 

0.0 

40.0 

0.0 

0 30 60

23.7 

10.8 

6.5 

8.6 

6.5 

8.6 

1.1 

0.0 

51.6 

6.5 

0 30 60

24.7 

10.4 

14.9 

8.4 

10.4 

9.7 

2.6 

1.3 

45.5 

5.2 

0 30 60

23.8 

9.2 

11.5 

7.7 

6.5 

5.8 

5.0 

1.9 

50.8 

8.5 

0 30 60

26.1 

7.2 

6.0 

7.5 

4.4 

2.2 

3.1 

0.9 

52.5 

7.5 

0 30 60

19.7 

5.6 

6.3 

7.1 

4.2 

2.1 

3.6 

3.6 

39.1 

26.6 

0 30 60

31.7 

12.5 

8.5 

11.6 

8.0 

8.5 

4.9 

0.0 

41.5 

6.3 

0 30 60
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【行政区別】 

 

 
 

【子どもとの同居状況別】 

 

 

◆行政区別でみると、大きな差異はみられない。 

 

 

（%） （%） （%）

河川・海岸における清掃活動（河川環境アドプト
プログラム、海岸一斉清掃）

学習会や自然観察会（プランクトン観察会、海浜
植物観察会、シロウオ観察会など）

川の生きものや水質の調査（水のおまわりさん）

放任竹林を整備するための市民活動や竹林整備隊

外来生物（オオキンケイギク、セアカゴケグモ
等）の防除

麻機遊水地におけるカミツキガメの生息調査

市が配信する環境情報サイトへの、生きものの発
見情報の投稿

その他

特にない

無回答

葵区　ｎ＝593 駿河区　ｎ＝446 清水区　ｎ＝489

21.9 

7.1 

8.8 

7.4 

5.7 

6.2 

3.7 

1.9 

46.2 

13.8 

0 25 50

27.6 

11.0 

9.4 

8.7 

7.0 

4.5 

4.7 

1.1 

42.4 

11.7 

0 25 50

25.2 

8.0 

7.2 

8.4 

5.5 

3.7 

2.9 

2.2 

47.9 

12.3 

0 25 50

（%） （%） （%）

河川・海岸における清掃活動（河川環境アドプト
プログラム、海岸一斉清掃）

学習会や自然観察会（プランクトン観察会、海浜
植物観察会、シロウオ観察会など）

川の生きものや水質の調査（水のおまわりさん）

放任竹林を整備するための市民活動や竹林整備隊

外来生物（オオキンケイギク、セアカゴケグモ
等）の防除

麻機遊水地におけるカミツキガメの生息調査

市が配信する環境情報サイトへの、生きものの発
見情報の投稿

その他

特にない

無回答

同居　ｎ＝704 別居　ｎ＝402 いない　ｎ＝421

25.1 

9.9 

9.4 

7.1 

4.4 

4.7 

3.3 

1.6 

46.0 

13.1 

0 25 50

24.1 

6.7 

6.7 

7.7 

6.0 

2.5 

4.0 

2.7 

46.0 

15.2 

0 25 50

24.0 

7.6 

8.1 

10.0 

8.3 

7.4 

4.3 

1.4 

44.4 

10.2 

0 25 50
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５ 「しぜんたんけんてちょう」の認知度 

問５ 静岡市では本市の自然や環境について情報を提供するインターネットサイト「しぜんたんけん

てちょう」を配信していますが、このサイトを知っていますか。（〇は 1つ） 

◎ＰＯＩＮＴ◎ 

「しぜんたんけんてちょう」の認知度は、「知らない」が 86.2％と最も多く、次いで「知っているが見たこ

とはない」が 3.1％、「知っていて見たことがある」が 0.9％となっている。 

 

◆性別でみると、大きな差異はみられない。 

◆年代別でみると、70 歳以上において「知らない」が

75.3％と少なくなっている。 

◆行政区別でみると、大きな差異はみられない。           

 

男性 ｎ＝670

女性 ｎ＝872

10代 ｎ＝15

20代 ｎ＝93

30代 ｎ＝154

40代 ｎ＝224

50代 ｎ＝260

60代 ｎ＝318

70歳以上 ｎ＝478

葵区 ｎ＝593

駿河区 ｎ＝446

清水区 ｎ＝489

同居 ｎ＝704

別居 ｎ＝402

いない ｎ＝421

性
別

年
代
別

行
政
区
別

子
ど
も

0.9 

0.9 

2.2 

1.9 

0.9 

1.5 

0.6 

1.0 

1.1 

0.4 

1.1 

0.2 

1.2 

4.2 

2.3 

13.3 

5.4 

1.9 

2.2 

1.5 

3.1 

4.0 

3.0 

2.9 

3.5 

2.8 

4.0 

2.6 

84.6 

88.4 

86.7 

90.3 

95.5 

94.2 

91.5 

89.3 

75.3 

87.5 

87.4 

85.5 

86.5 

83.6 

90.5 

10.3 

8.4 

2.2 

0.6 

2.7 

5.4 

7.5 

20.1 

8.4 

8.5 

10.6 

9.5 

12.2 

5.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っていて見たことがある 知っているが見たことはない

知らない 無回答

知っていて見たことがある

0.9% 知っているが

見たことはない

3.1%

知らない

86.2%

無回答

9.8%

ｎ＝1,562
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６ 静岡市の自然環境について必要とする情報 

問６ 静岡市の自然環境について、あなたが必要とする情報は何ですか。（〇はいくつでも） 

◎ＰＯＩＮＴ◎ 

静岡市の自然環境について必要とする情報は、「自然と触れ合うことのできる施設や場所の情報」が 44.0％

と最も多く、次いで「自然を守るために自分たちができることについての情報」が 41.5％、「静岡市に生息

する生きものの情報」が 26.1％などとなっている。  

 
 

◆性別でみると、女性において「自然を守るために自分たちができることについての情報」が 45.2％と

多くなっている。 

 

 

（%）

自然と触れ合うことのできる施設や場所の情報

自然を守るために自分たちができることについ
ての情報

静岡市に生息する生きものの情報

環境学習や自然体験等の講座やイベント情報

自然や生きもの、エコライフについて学ぶこと
のできる教材の情報

自然保護・環境保全などのボランティア活動の
募集情報

イベントや講習会、保全活動の内容がわかる動
画情報

環境保全活動を実施している市民団体の情報

その他

特にない

無回答

全体＋性別

44.0 

41.5 

26.1 

19.3 

11.6 

8.8 

8.2 

6.3 

1.1 

16.3 

9.2 

42.4 

37.6 

27.3 

19.6 

13.6 

9.3 

7.3 

7.5 

1.0 

17.5 

8.2 

45.5 

45.2 

25.6 

19.5 

10.2 

8.5 

9.1 

5.6 

1.1 

15.3 

9.2 

0 25 50

全体 ｎ＝1,562

男性 ｎ＝670

女性 ｎ＝872
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【年代別】 

 

 

◆年代別でみると、30 代において「イベントや講習会、保全活動の内容がわかる動画情報」が 15.6％

と多くなっている。 

 

 

（%） （%） （%） （%）

自然と触れ合うことのできる施設や
場所の情報

自然を守るために自分たちができることにつ
いての情報

静岡市に生息する生きものの情報

環境学習や自然体験等の講座やイベント情報

自然や生きもの、エコライフについて学ぶこ
とのできる教材の情報

自然保護・環境保全などのボランティア活動
の募集情報

イベントや講習会、保全活動の内容がわかる
動画情報

環境保全活動を実施している市民団体の情報

その他

特にない

無回答

（%） （%） （%）

自然と触れ合うことのできる施設や
場所の情報

自然を守るために自分たちができることにつ
いての情報

静岡市に生息する生きものの情報

環境学習や自然体験等の講座やイベント情報

自然や生きもの、エコライフについて学ぶこ
とのできる教材の情報

自然保護・環境保全などのボランティア活動
の募集情報

イベントや講習会、保全活動の内容がわかる
動画情報

環境保全活動を実施している市民団体の情報

その他

特にない

無回答

10代　ｎ＝15 20代　ｎ＝93 30代　ｎ＝154 40代　ｎ＝224

50代　ｎ＝260 60代　ｎ＝318 70歳以上　ｎ＝478

60.0 

53.3 

40.0 

26.7 

13.3 

13.3 

0.0 

0.0 

6.7 

13.3 

0.0 

0 35 70

41.9 

36.6 

25.8 

19.4 

8.6 

10.8 

5.4 

5.4 

0.0 

14.0 

7.5 

0 35 70

53.9 

39.6 

33.1 

29.9 

12.3 

9.1 

15.6 

7.8 

0.6 

13.6 

4.5 

0 35 70

44.6 

44.6 

30.4 

20.0 

11.2 

11.9 

8.5 

7.7 

1.5 

13.5 

7.3 

0 35 70

39.9 

47.5 

24.5 

16.7 

11.6 

7.9 

6.9 

6.6 

0.9 

17.6 

6.3 

0 35 70

37.4 

37.0 

21.5 

13.8 

11.1 

6.7 

6.9 

6.5 

1.0 

20.5 

15.9 

0 35 70

56.7 

43.8 

28.6 

27.7 

13.8 

9.4 

9.8 

4.0 

1.3 

12.1 

2.7 

0 35 70
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【行政区別】 

 

 
 

【子どもとの同居状況別】 

 

 

◆行政区別でみると、大きな差異はみられない。 

 

 

 

（%） （%） （%）

自然と触れ合うことのできる施設や場所の情報

自然を守るために自分たちができることについ
ての情報

静岡市に生息する生きものの情報

環境学習や自然体験等の講座やイベント情報

自然や生きもの、エコライフについて学ぶこと
のできる教材の情報

自然保護・環境保全などのボランティア活動の
募集情報

イベントや講習会、保全活動の内容がわかる動
画情報

環境保全活動を実施している市民団体の情報

その他

特にない

無回答

葵区　ｎ＝593 駿河区　ｎ＝446 清水区　ｎ＝489

45.9 

40.3 

26.6 

18.5 

10.8 

8.4 

7.4 

5.9 

1.5 

16.7 

7.4 

0 25 50

42.8 

42.6 

27.6 

19.7 

12.8 

7.4 

9.4 

5.4 

0.9 

15.9 

8.3 

0 25 50

44.0 

43.6 

24.5 

20.7 

12.1 

10.6 

8.6 

8.0 

0.8 

16.0 

10.0 

0 25 50

（%） （%） （%）

自然と触れ合うことのできる施設や場所の情報

自然を守るために自分たちができることについ
ての情報

静岡市に生息する生きものの情報

環境学習や自然体験等の講座やイベント情報

自然や生きもの、エコライフについて学ぶこと
のできる教材の情報

自然保護・環境保全などのボランティア活動の
募集情報

イベントや講習会、保全活動の内容がわかる動
画情報

環境保全活動を実施している市民団体の情報

その他

特にない

無回答

同居　ｎ＝704 別居　ｎ＝402 いない　ｎ＝421

46.0 

39.9 

23.9 

21.2 

10.7 

8.5 

8.1 

6.4 
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